






Bundesverfassungsgerichts zum Sonn- und































































































（ 6）　Mosbacher（2007）, 1.Teil; Morlok（2018）, WRV Art.139 Rn.1. なお、武市（2018）14頁以下。












い店舗と薬局の閉店時間を区別して規律する連邦閉店法 8 条 3 項について、基



























































































































































閉店時間（閉店法 3 条 1 項 3 号）に対する「その代わりに」であって、「土曜
日を開店したその代わりに」月曜日の閉店を義務付けるものではないと判断し
た。
【判旨】　本件異議申立てには理由がある。この規律は、基本法 3 条 1 項と結び
（11）　連邦閉店法18条の美容院に対する特例は、2003年の改正によってすべて削除された。





















































































されることを認めた例もある（Verwaltungsgerichtshof Baden-Württemberg, Beschluss vom 09. Juli 







23, 50）、1976年の第二次決定（BVerfGE 41, 360）があり、本件は第三次決定と
いえるが、同時に日曜日・祝日のパン製造禁止決定でもある。夜間のパン製造



































































式に参加できないようになったため、基本法 4 条 1 項及び 2 項等が侵害された
として申し立てた憲法異議手続である。


































































（22）　連邦閉店法14条 4 項「薬局については、（閉店法） 4 条の規定が適用される。」


























































































法 3 条 1 項 1 文で禁止された土曜日の16時以降（27）と日曜日に開店することを州
（25）　Terhechte（2002）, S.554. 段階理論と比例性審査については、淡路（2011）参照。
（26）　Terhechte（2002）, S.553参照。
（27）　なお、土曜日の閉店時間が16時以降となっていたのは、1996年 7 月30日制定の閉店法 3 条 1 項























リン土産」とタグを貼るなどして装って販売をしていたことは、閉店法 3 条 1 項に違反しており、
また、同法 3 条 1 項及び10条 1 項は基本法に適合性に疑義はない、②同法は職業の自由を保障す
る基本法12条 1 項に違反していない。小売店の販売員が自由な夜と週末を過ごすことを保護して
おり、労働者を雇わない自営業者が競争を強いられ労働時間が増えることを踏まえても比例的で
ないとはいえない、③同法 3 条 1 項及び10条 1 項は、自己の人格を自由に発展させる権利を保障
































（32）　連邦憲法裁判所法15条 4 項「第13条第 1 号、第 2 号、第 4 号及び第 9 号による手続において被





























　この裁判官の見解の違いは、基本法 3 条 1 項との整合性とも繋がり、前者は
合憲、後者は違憲と判断した。






























































































4 4 4 4 4 4 4
制約立法の合憲性を判断して
いるに過ぎず、アドヴェント日曜日事件のように日曜日及び祝日に開店を解禁
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ついた基本法 4 条 1 項及び 2 項が直接的かつ現実に侵害されていることを主張
している、②本件は「ヴァイマル憲法139条が、基本法 4 条 1 項及び 2 項や他
の基本権との関連で、日曜日・祝日の保護を実現可能にするか、またそれはど
の程度までか」について判断しなければならず、またヴァイマル憲法139条が
























ル憲法139条による具体化において、基本法 4 条 1 項及び 2 項から導かれた州
の立法者の保護義務に十分に適切であるとはいえない。












　基本法 4 条 1 項及び 2 項が保障する宗教の自由の客観法的内容として、宗教
的確信の積極的な実現と自律的人格の世界観的・宗教的領域での実現のため
に、国家に対して保護義務が課される。しかし、基本法 4 条 1 項及び 2 項のみ
から、宗教的な意味での日曜日及び祝日の保護に関する国家の義務が導かれる





　日曜日・祝日の保護の具体化において、立法者は、基本法 4 条 1 項及び 2 項
から導かれる保護義務に十分に対応しておらず、同条の基本権は侵害されてい
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（63）　十字架決定（BVerfG, Beschluss vom 16. Mai 1995 - 1 BvR 1087/91 -）については数多くの評釈・
論稿があるが、とりわけ世俗の国家機関足る連邦憲法裁判所が宗教的な決定や価値判断を行った
問題点や判決における自己矛盾について指摘するものとして、Heckel（1996）, S.465f. を挙げておく。





























加することが可能になること（基本法 4 条 1 項及び 2 項―宗教の自由）、②単に労働時間法等に
よって休日の権利を認めるだけではなく、いわば必然的に労働の休みとすることによって健康の
ための必要な回復を可能にすること（基本法 2 条 2 項 1 文―身体の不可侵の権利）、③他の家族
の構成員と同じ日に休むことによって、家族が揃って家族生活を営むことを可能にすること（基
本法 6 条―婚姻及び家族の保護）、④社会全体で同じ日に休むことによって、集会や結社に参加
することが可能になること（基本法 8 条―集会の自由、基本法 9 条―結社の自由）、加えてこれ
は民主主義的意義を有すること、⑤定期的な労働の休みを確保することは人間の経済化に対する












































































































































及び祝日の店舗の労働時間について、12条 1 項 1 文において、労働者は例外的
に許された開店時間の間だけ業務に従事することができ、さらに開店及び閉店
の作業のために必要な限りでさらに30分間延長して従事することができると定
めた。また、同法12条 2 項 1 文は、連邦労働時間法の規定を、同 2 文は個人に
対して日曜日及び祝日の業務の従事について最大年間22日間に限定する規定も
置いていた。その後、2011年に同法は改正され、月に 2 日間の土曜日に労働者
は労働に従事してはならず（追加された同条 3 項 1 文。 2 文はその例外を規
定）、労働者の利益及び家族と職業のバランスが尊重されなければならない旨





また、実質的にも基本法12条 1 項、 9 条 3 項及び 3 条 1 項に違反するとして申



















































式審査において、裁判官の意見が 5 対 3 に割れ、Paulus 裁判官の少数意見が付
されている（87）。




















































































適合せず、各行政裁判所の決定は、異議申立人の基本権（基本法 4 条 1 項及び






（94）　バイエルン祝日法 3 条 1 項「静穏の日は、灰の水曜日（Aschermittwoch）、聖木曜日（Gründonnerstag）、
聖金曜日（Karfreitag）、聖土曜日（Karsamstag）、諸聖人の祝日（Allerheiligen）、第一アドヴェン
ト前の第二日曜日たる国民の哀悼の日（der zweite Sonntag vor dem ersten Advent als Volkstrauertag）、
死者慰霊日（Totensonntag）、贖罪及び祈祷の日（Buß- und Bettag）、クリスマスイブ（Heiliger 




























する行事は、世界観の自由（基本法 4 条 1 項及び 2 項）、集会の自由（基本法















































































































































は基本法12条 1 項、アドヴェント日曜日事件は基本法 4 条 1 項及び 2 項）に由
来するのかは明らかではない。しかし、本件ではあくまでもヴァイマル憲法


























基本法 4 条 1 項及び 2 項から導かれた基本権の要求に基づいた機能的な方向付けは、ヴァイマル
憲法における労働の休みと精神的高揚の日の保障についても当てはまる」と指摘する。一般的な
意味でヴァイマル憲法139条と宗教の自由を保障する基本法 4 条 1 項及び 2 項を関連させること
は妥当であろうが、基本法 4 条 1 項及び 2 項が保護義務あるいは保護委託の限界として機能する
のは、あくまでも憲法異議において基本法 4 条 1 項及び 2 項の侵害を「自己の基本権侵害」とし
て主張する場合に限られると考えるべきであろう。
































































































































































●　Baeck, Ulrich/Deutsch, Markus（2014）, ArbZG 3.Aufl., 2014
●　Bauerschmidt, Jonathan（2015）, Das Bundesverfassungsgericht wagt mehr Föderalismus - Zur 
Entscheidung des Ersten Senates zum Thüringer Ladenöffnungsgesetz, DÖV 2015, S.656⊖659
●　Classen, Claus Dieter（2010）, Anmerkung, JZ 3/2010, S.144⊖146
●　Dietlein, Johannes（2018）, „Verkaufsoffene Sonntage„ in der Diskussion ― Zu den legislativen 
Gestaltungsspielräumen in Fragen der sonn- und feiertäglichen Ladenöffnung, WiVerw 2018/2, 
S.153⊖180
●　Fuchs, Kartrin（2005）, Ladenschluss - und kein Ende?, NVwZ 2005, S.1026⊖1029
●　Goos, Christoph（2010）, Die Kirchen, der Sonntagsschutz und das Bundesverfassungsgericht, 
StudZR 3/2010, S.479⊖491.
●　Heckel, Marin（1996）, Das Kreuz im öffentlichen Raum. - Zum »Kreuzfix-Beschluß« des 
Bundesverfassungsgerichts, DVBl 1996, S.453⊖482
●　Hillgruber, Christian（2017）, Anmerkung, JZ 3/2017, S.153⊖156
●　Hufen, Christian（2014）, Der Ausgleich verfassungsrechtlich geschützter Interesse bei der 
Ausgestaltung des Sonn- und Feiertagsschutzes, 2014
●　Hufen, Friedhelm（1986）, Ladenschluß: Zum verfassungsrechtlichen Kern eines politischen 
Dauerthemas, NJW 1986, S.1291⊖1301
●　Igl, Gerhard（1994）, Die sozial Pflegeversicherung, NJW 1994, S.3185⊖3194
●　Knauff, Matthias（2016）, Sonntagsruhe zwischen Verfassungsgebot und Kommerzialisierung, 
GewArch 2016, S.217⊖223
●　Kühn, Friedrich（2010）, Sonntagsarbeit bleibt unsicher!- Arbeitrechtliche Folgen des Urteils des 
BVerfGE v. 01. 12. 2009, AuR 2010, S.299⊖302
東洋法学　第62巻第 3 号（2019年 3 月）
85
●　Lang, Matthias（2010）, Erlaubt der sönntagliche Betrieb von Waschanlagen auch die Nutzung 
der Sauger und der Klopfstationen?, BayVBl 2010, S.458⊖464
●　Leibholz, Gerhard（1976）, BVerfGE: Verfassungsmäßigkeit des Nachtbackverbots, NJW 1976, 
S.2119⊖2122
●　Lindner, Josef Franz（2005）, Zur Änderungs- und Freigabekompetenz des Bundesgesetzgebers 
nach Art.125a II GG, NJW 2005, S.399⊖402
●　Morlok, Martin（2018）, in: Horst Dreier （Hrsg.）, Grundgesetz-Kommentar, Bd. III, 3.Aufl. 
2018, WRV Art.139 Rn.1
●　Mosbacher, Wolfgang（2007）, Sonntagsschutz und Ladenschluss, 2007
●　Mosbacher, Wolfgang（2010）, Das neue Sonntagsgrundrecht - am Beispiel des Ladenschlusses, 
NVwZ 2010, S.537⊖541
●　Poschmann, Thomas（2004）, Inanspruchnahme konkurrierender Kompetenzen des Bundes und 
Neuordnung der bundesstaatlichen Ordnung, NVwZ 2004, S.1318⊖1322
●　Rozek, Jochen（2005）, Ladenschluss in der Verfassung, AuR 2005, S.169⊖171
●　Rozek, Jochen（2010）, Immer wieder sonntags?- BVerfG setzt Ladenöffnungen an Sonntagen 
strikte Grenzen, AuR 2010, S.148⊖151
●　Ruess, Peter（2004）, Schluss mit Ladenschluss? - Gedanken zum Urteil des BVerfG vom 9.Juni 
2004, WRP 2004, S.1324⊖1327
●　Sachs ,  Michael/Jasper ,  Christian（2015）,  Versteinerungsgefahr gebrannt - Keine 
Modifikationskompetenz bei fortgeltendem Bundesrecht, NVwZ 2015, S.465⊖470
●　Schmitz, Holger（2008）, Die Ladenöffnung nach der Föderalismusreform, NVwZ 2008, S.18⊖24
●　Seifert, Frank-Florian（2011）, Sonntagsschutz und Ladenöffnung in Berlin nach dem 2. 
Änderungsgesetz vom 13．10．2010, LKV 2011, S.67⊖71.
●　Stelkens, Ulrich（2003）, Die Auswirkung der „Altenpflege-Entscheidung" des BVerfGE auf das 
Ladenschlussgesetz, GewArch 2003, S.187⊖191
●　Tagesbauer, Ingo-Jens（2004）, Die Entwicklung des Ladenschlussrechts seit dem Jahr 2002, 
GewArch 2004, S.321⊖327
●　Terhechte, Jörg Philipp（2002）, Der Ladenschluss und die Berufsfreiheit der Apotheker - 
86
連邦憲法裁判所判例における憲法上の日曜日及び祝日の保護〔武市　周作〕
BVerfGE, NJW 2002, 666, JuS 2002 S.551⊖554
●　Ulber, Daniel（2015）, Verfassungsmäßigkeit des Thüringer Ladenöffnungsgesetzes, NVwZ 
2015, S.1026⊖1030
●　Wißmann, Hinnerk/Heuer, David（2010）, »Hirten der Verfassung«?- Das BVerfG, die Kirchen 


















東洋法学　第62巻第 3 号（2019年 3 月）
87
